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２節 素地ごしらえ 

 

１８．２．１ 適用範囲 

この節は、木部、鉄鋼面、亜鉛めっき鋼面、モルタル面、コンクリート面、ボード面等の素地ごしらえに適

用する。 

 

１８．２．２ 木部の素地ごしらえ 

 

(a) 木部の素地ごしらえは表１８．２．１により、種別は特記による。特記がなければ、不透明塗料塗りの

場合はＡ種、透明塗料塗りの場合はＢ種とする。 

 

表１８．２．１ 木部の素地ごしらえ 

工 程 
種別 塗料 そ の 他 

面の処置 
A種 B種 規格番号 規格名称 種類 

１ 
汚れ、付着

物除去 
○ ○ ― 

木部を傷付けないように除

去し、油類は、溶剤等でふき

取る。 

２ やに処理 ○ ○ ― 

やには、削り取り又は電気ご

て焼きのうえ、溶剤等でふき

取る。 

３ 研磨紙ずり ○ ○ 研磨紙Ｐ１２０～２２０ 
かんな目、逆目、けば等を研

磨する。 

４ 節止め ○ ― 

JASS 18 

M-304 

木部下塗り用

調合ペイント 
合成樹脂 

節及びその周辺にはけ
．．

塗りを行

う。 
Hi-CR下塗白（無鉛） 
塗料用ｼﾝﾅｰ A 0～5% 

 

JASS 18 

M-308 
セラックニス 

白ﾗｯｸﾆｽ 

1種 
 

５ 穴埋め ○ ― 
JIS K 

5669 

合成樹脂 

ｴﾏﾙｼｮﾝﾊﾟﾃ 
耐水形 

割れ、穴、隙間、くぼみ等に

充填する。 

Hi ﾋﾞﾆﾚｯｸｽ耐水パテ（仕上） 

６ 研磨紙ずり ○ ― 研磨紙Ｐ１２０～２２０ 
穴埋め乾燥後、全面を平らに

研磨する。 

（注）１．ラワン、しおじ等導管の深いものの場合は、必要に応じて、工程２ののちに塗料製造所の指定す

る目止め処理を行う。 

   ２．合成樹脂エマルションパテは、外部に用いない。 

   ３．JASS 18 M-304及び M-308は、日本建築学会材料規格である。 

   ４．工程４ 節止めにおいて、JASS 18 M-304 は合成樹脂調合ペイント及びつや有り合成樹脂エマル

ションペイントに適用し、それ以外は JASS 18 M-308を適用する。 

 

(b) 透明塗料塗りの素地ごしらえは、必要に応じて、表１８．２．１の工程を行ったのち、次の工程を行う。 

(1) 着色顔料を用いて着色兼用目止めをする場合は、はけ、へ
・

ら
・

等を用いて、着色顔料が塗面の木目

に十分充填するように塗り付け、へ
・

ら
・

、乾いた布等で、色が均一になるように余分な顔料をきれ

いにふき取る。 

(2) 着色剤を用いて着色する場合は、はけ等で色むらの出ないように塗り、塗り面の状態を見計らい、

乾いた布でふき取って、色が均一になるようにする。 

(3) 素地面に、仕上げに支障のおそれがある甚だしい色むら、汚れ、変色等がある場合は、漂白剤等

を用いて修正したのち、水ぶき等により漂白剤を除去し、十分に乾燥させる。 
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１８．２．３ 鉄鋼面の素地ごしらえ 

 

鉄鋼面の素地ごしらえは表１８．２．２により、種別は特記による。特記がなければ、Ｃ種とする。 

 

表１８．２．２ 鉄鋼面の素地ごしらえ 

工 程 
種別 

塗料その他 面の処置 備考 A種 

(注 

B種 

(注 

C種 

１ 
汚れ、付着

物除去 
○ ― ○ ― 

スクレーパー、ワイヤブラシ等で

除去 
― 

２ 油類除去 

○ ― ― ― 
弱ｱﾙｶﾘ性液で加熱処理後、湯又は

水洗い。 
― 

― ○ ○ ― 溶剤ぶき 

３ 錆落し 

○ ― ― ― 酸漬け、中和、湯洗いにより除去 

放置せず次の

工程に移る。 

― ○ ― ― ブラスト法により除去 

― ― ○ ― 
ﾃﾞｨｽｸｻﾝﾀﾞｰ又はｽｸﾚｰﾊﾟｰ、ﾜｲﾔﾌﾞﾗ

ｼ、研磨紙 P120～220で除去 

４ 
化成皮膜 

処理 
○ ― ― ― りん酸塩処理後、湯洗い乾燥 

（注）A種及び B種は製作工場で行うものとする。 
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１８．２．４ 亜鉛めっき鋼面の素地ごしらえ 

 

亜鉛めっき鋼面の素地ごしらえは表１８．２．３により、種別は特記による。特記がなければ、塗り工法に

応じた節の規定による。 

 

表１８．２．３ 亜鉛めっき鋼面の素地ごしらえ 

工 程 
種別 

塗料その他 面の処置 
塗付け量 

(㎏/㎡) 
備考 A種 

(注)1 

B種 

(注)2 

１ 
汚れ、付着

物除去 
○ ○ ― 

ｽｸﾚｰﾊﾟｰ、ﾜｲﾔﾌﾞﾗ

ｼ等で除去 
― ― 

２ 油類除去 

○ ― ― 

弱ｱﾙｶﾘ性液で加

熱処理後、湯又は

水洗い 
― ― 

― ○ ― 溶剤ぶき 

３ 
化成皮膜 

処理 
○ ― ― 

りん酸塩処理後、

水洗い乾燥又はｸ

ﾛﾒｰﾄﾌﾘｰ処理後、

乾燥 

― ― 

（注）１．A種は製作工場で行うものとする。 

   ２．鋼製建具等に使用する亜鉛めっき鋼板は、鋼板製造所にて工程３の化成皮膜処理を行ったものと

し、種別は B種とする。 
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１８．２．５ モルタル面及びプラスター面の素地ごしらえ 

 

モルタル面及びプラスター面の素地ごしらえは表１８．２．４により、種別は特記による。特記がなければ、

Ｂ種とする。 

 

表１８．２．４ モルタル面及びプラスター面の素地ごしらえ 

工 程 

種別 塗料 そ の 他 
日本ペイント 

商品名 
面の処置 A種 B種 規格 

番号 

規格名称 種類 

１ 乾燥 ○ ○ ― ― 
素地を十分に乾

燥させる。 

２ 
汚れ・付

着物除去 
○ ○ ― ― 

素地を傷付けな

いように除去す

る。 

３ 吸込止め ○ ○ 
JIS K 

5663 

合成樹脂ｴﾏﾙｼｮ

ﾝｼｰﾗｰ 
―  

ﾆｯﾍﾟ 

水性透明ｼｰﾗｰ 
清水100% 

全面に塗り付け

る。 

４ 
穴埋め 

パテかい 
○ ○ 

JIS A 

6916 

建築用下地 

調整塗材 
C-1 ﾆｯﾍﾟﾌｨﾗｰ 200 ひび割れ、穴等を

埋めて、不陸を調

整する。 
JIS K 

5669 

合成樹脂 

ｴﾏﾙｼｮﾝﾊﾟﾃ 
耐水形 

Hi ﾋﾞﾆﾚｯｸｽ 

耐水ﾊﾟﾃ（仕上） 

５ 
研磨紙 

ずり 
○ ○ 研磨紙Ｐ１２０～２２０ ― 

パテ乾燥後、表面

を平らに研磨す

る。 

６ 
パテ 

しごき 
○ ― 

JIS A 

6916 

建築用下地 

調整塗材 
C-1 ﾆｯﾍﾟﾌｨﾗｰ 200 全面にパテをし

ごき取り、平滑に

する。 
JIS K 

5669 

合成樹脂 

ｴﾏﾙｼｮﾝﾊﾟﾃ 
耐水形 

Hi ﾋﾞﾆﾚｯｸｽ 

耐水ﾊﾟﾃ（仕上） 

７ 
研磨紙 

ずり 
○ ― 研磨紙Ｐ１２０～２２０ ― 

パテ乾燥後、全

面を平らに研磨

する。 

（注）１．アクリル樹脂系非水分散形塗料塗りの場合は、工程３の吸込止めは、塗料製造所の指定するもの

とする。 

   ２．仕上材が仕上塗材の場合は、パテ及び工程３の吸込止めは、仕上塗材製造所の指定するものとす

る。 

   ３．仕上材が壁紙の場合は、パテ及び工程３の吸込止めは、壁紙専用のものとする。 

   ４．仕上材がマスチック塗材塗りの場合は、工程３の吸込止めを省略する。 

   ５．合成樹脂エマルションパテは、外部に用いない。 

 

※吸い込み止めには、ﾆｯﾍﾟ水性透明シーラー以外に、ﾆｯﾍﾟ水性ホワイトシーラー、ﾆｯﾍﾟ水性シミ止めシーラ

ーⅡ、ﾆｯﾍﾟ水性カチオンシーラー透明、ﾆｯﾍﾟ水性カチオンシーラーホワイトも適用可能です。 
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１８．２．６ コンクリート面、ALCパネル面及び押出成形セメント板面の素地ごしらえ 

 

(a) コンクリート面及び ALCパネル面の素地ごしらえは表１８．２．５により、種別は特記による。特記が

なければ、Ｂ種とする。ただし、７節の場合は（b）による。 

 

表１８．２．５ コンクリート面及び ALCパネル面の素地ごしらえ 

工 程 

種別 塗料 そ の 他 
日本ペイント 

商品名 
面の処置 A種 B種 規格 

番号 

規格名称 種類 

１ 乾燥 ○ ○ ― ― 
素地を十分に乾

燥させる。 

２ 
汚れ・付

着物除去 
○ ○ ― ― 

素地を傷付けな

いように除去す

る。 

３ 
下地調整 

塗り 
○ ○ 

JIS A 

6916 

建築用下地 

調整塗材 

C-1又

は C-2 

（C-1） 

ﾆｯﾍﾟﾌｨﾗｰ 200 

全面に塗り付け

て平滑にする。 

（C-2） 

ﾆｯﾍﾟ 

1材ｶﾁｵﾝﾌｨﾗ  ー

ﾆｯﾍﾟﾋﾞﾙｶﾞｰﾄﾞ

ｶﾁｵﾝﾌｨﾗｰ J 

４ 
研磨紙 

ずり 
○ ○ 研磨紙Ｐ１２０～２２０ ― 

乾燥後、表面を平

らに研磨する。 

５ 
パテ 

しごき 
○ ― 

JIS A 

6916 

建築用下地 

調整塗材 
C-1 ﾆｯﾍﾟﾌｨﾗｰ 200 全面にパテをし

ごき取り、平滑に

する。 
JIS K 

5669 

合成樹脂 

ｴﾏﾙｼｮﾝﾊﾟﾃ 
耐水形 

Hi ﾋﾞﾆﾚｯｸｽ 

耐水ﾊﾟﾃ（仕上） 

６ 
研磨紙 

ずり 
○ ― 研磨紙Ｐ１２０～２２０ ― 

乾燥後、全面を平

らに研磨する。 

（注）１．ALCパネルの面の場合は、工程３の前に合成樹脂エマルションシーラーを全面に塗り付ける。 

   ２．合成樹脂エマルションパテは、外部に用いない。 

   ３．工程３の建築用下地調整塗材の C-1、C-2の使い分けは、１５．５．５[下地調整]（a）及び（d）

による。 
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（b）コンクリート面及び押出成形セメント板面の素地ごしらえは表１８．２．６による。ただし、種別は、

塗り工法に応じた節の規定による。 

 

表１８．２．６ コンクリート面及び押出成形セメント板面の素地ごしらえ 

工 程 

種別 塗料 そ の 他 
日本ペイント 

商品名 
面の処置 A種 B種 規格 

番号 

規格名称 種類 

１ 乾燥 ○ ○ ― ― 
素地を十分に乾

燥させる。 

２ 
汚れ・付

着物除去 
○ ○ ― ― 

素地を傷付けな

いように除去す

る。 

３ 

下地調整 

塗 り

(注)1 

○ ― 
JIS A 

6916 

建築用下地 

調整塗材 
C-2 

ﾆｯﾍﾟ 

1材ｶﾁｵﾝﾌｨﾗ  ー

ﾆｯﾍﾟﾋﾞﾙｶﾞｰﾄﾞ

ｶﾁｵﾝﾌｨﾗｰ J 

全面に塗り付け

て平滑にする。 

４ 吸込止め ○ ○ 
JASS 18 

M-201 

反応形合成樹

脂シーラーお

よび弱溶剤系

反応形合成樹

脂シーラー 

― 

ﾆｯﾍﾟ浸透性 

ｼｰﾗｰ(新)、ﾆｯ

ﾍﾟファイン浸

透ｼｰﾗｰ(透明) 
無希釈 

全面に塗り付け

る。 

５ 
パテ 

しごき 
○ ― 

JASS 18 

M-202 

反応形合成 

樹脂パテ 

2 液形

ｴﾎﾟｷｼ

樹脂ﾊﾟ

ﾃ 

ﾀﾌｶﾞｰﾄﾞ E ﾊﾟﾃ 
全面にしごき取

り平滑にする。 

６ 
研磨紙 

ずり 
○ ― 研磨紙 P120～220 ― 

乾燥後、全面を平

らに研磨する。 

（注）１．押出成形セメント板面の場合は、工程３を省略する。 

   ２．２液形エポキシ樹脂ワニス、２液形エポキシ樹脂パテは、上塗り塗料製造所の指定する製品とす

る。 

   ３．JASS 18 M-201及び M-202は、日本建築学会材料規格である。 
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１８．２．７ せっこうボード面及びその他ボード面の素地ごしらえ 

 

せっこうボード面及びその他のボード面の素地ごしらえは表１８．２．７により、種別は特記による。特記

がなければ、せっこうボードの目地工法が継目処理工法の場合はＡ種、その他の場合はＢ種とする。 

 

表１８．２．７ せっこうボード面及びその他ボード面の素地ごしらえ 

工 程 

種別 塗料 そ の 他 
日本ペイント 

商品名 
面の処置 A種 B種 規格 

番号 

規格名称 種類 

１ 乾燥 ○ ○ ― ― 
継目処理部分を

十分乾燥させる。 

２ 
汚れ・付

着物除去 
○ ○ ― ― 

素地を傷付けな

いように除去す

る。 

３ 
穴埋め 

パテかい 
○ ○ 

JIS K 

5669 

合成樹脂 

ｴﾏﾙｼｮﾝﾊﾟﾃ 
一般形 

Hi ﾋﾞﾆﾚｯｸｽｴｺ

仕上げﾊﾟﾃ 釘頭、たたき跡、

傷等を埋め、不陸

を調整する。 
JIS A 

6914 

せっこうﾎﾞｰ

ﾄﾞ用目地処理

材 

ｼﾞｮｲﾝﾄ

ｺﾝﾊﾟｳﾝ

ﾄﾞ 

― 

４ 
研磨紙 

ずり 
○ ○ 研磨紙Ｐ１２０～２２０ ― 

パテ乾燥後、表面

を平らに研磨す

る。 

５ 
パテ 

しごき 
○ ― 

JIS K 

5669 

合成樹脂 

ｴﾏﾙｼｮﾝﾊﾟﾃ 
一般形 

Hi ﾋﾞﾆﾚｯｸｽｴｺ

仕上げﾊﾟﾃ 全面にパテをし

ごき取り、平滑に

する。 
JIS A 

6914 

せっこうﾎﾞｰ

ﾄﾞ用目地処理

材 

ｼﾞｮｲﾝﾄ

ｺﾝﾊﾟｳﾝ

ﾄﾞ 

― 

６ 
研磨紙 

ずり 
○ ― 研磨紙Ｐ１２０～２２０ ― 

パテ乾燥後、全面

を平らに研磨す

る。 

（注）１．屋外及び水回り部分の場合は、工程３及び工程５の合成樹脂エマルションパテは、塗料製造所の

指定するものとする。（Hiビニレックスエコ仕上パテは、屋外及び水回り部には使用しないでく

ださい。） 

   ２．工程３及び工程５のせっこうボード用目地処理材は、素地がせっこうボードの場合に適用する。 

   ３．けい酸カルシウム板の場合は、工程３の前に吸込止めとして JASS 18 M-201による塗料（ﾆｯﾍﾟ浸

透性ｼｰﾗｰ（新）、ﾆｯﾍﾟファイン浸透シーラー（透明））を全面に塗る。 

   ４．仕上材が仕上塗材の場合は、パテは、仕上塗材製造所の指定するものとする。 

   ５．仕上材が壁紙の場合は、パテは、壁紙専用のものとする。 

 


